
平成２５年３月４日（月）～３月１０日（日）〔平成２５年第１０週〕の感染症発生状況 
第１０週で定点当たり報告数の多かった疾病は、1)感染性胃腸炎 2)インフルエンザ 3)Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎でした。 
感染性胃腸炎は定点当たり１１．７０人と前週（８．３６）より患者報告数は増加しましたが、例年より低いレベルで推移しています。 
インフルエンザは定点当たり５．１９人と前週（５．６７）より患者報告数は減少し、例年より低いレベルで推移しています。 
チクングニア熱の報告が１件（推定感染経路：インドネシアにおいて蚊から感染）ありました。なお、本報告は、チクングニア熱が報告対象疾

病に追加された平成２３年２月以降、市内で初めての報告です。 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局健康安全室・各区保健福祉センター（保健所） 
（問い合わせ先） ０４４－２７６－８２５０ 

 

感染性胃腸炎発生状況(３年間）
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【感染症発生動向調査事業から】 
  
 

 

  

 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

今、何の病気が流行しているか！

第１０週注目疾患 

第１０週報告数第１位 

第１０週において、報告対象となった平成２３年２月以降、川崎市内で初

めて「チクングニア熱」の報告がありました。患者はインドネシアへの渡航

歴があるため、渡航先での感染が推定されています。 

海外の蚊は、日本では発生がない感染症の原因となるウイルスなどを持っ 

ている可能性がありますので、主 

にアジア・アフリカ方面へ旅行 

される際には、感染予防対策 

が必要です。 

チクングニア熱って何？

海外旅行へ行く際には、「蚊（か）」に要注意 

チクングニアウイルスによっておこる感染

症です。 

潜伏期間・症状 

潜伏期間は 3～７日程度で、突然の

発熱や強い関節痛で発症します。ま

た、関節痛は数週間から数ヶ月続く場

合があり、重症例では神経症状（脳症）

や劇症肝炎が報告されています。 

感染経路 

ネッタイシマカやヒトスジシマカな

どの蚊に刺されることによって感染し

ます。日本国内での感染事例はありま

せんが、東南アジアなどに渡航した際

に感染する事例が報告されています。 

 

 

 海外で蚊に刺されるこ

とによって、デング熱やマ

ラリアなどにも感染する

可能性があります。 

そのため、流行地に旅

行する際は、長袖の服の

着用や防虫スプレーの

使用により蚊に刺され

ないようにしましょう。 

 


